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　２００３年に吉川ぶどう塾が始まった。いまでこそ三木市のところどころでぶどう塾があるが・・・
吉川町がまだ美嚢郡で三木市と合併まえのころ、村では人不足・園主の高齢化などにより
ぶどう農園の廃園が多くでてくるようになっていた。後継者育成、園作業を手伝える人の養成
が懸案事項であった。

　吉川町には以前からぶどう研究会がありその成果を栽培マニュアルとして編集していた。
人出不足についての対策について話し合った結果、都市部の定年退職者に栽培方法を伝授
し、少しでも手伝いができるようにと、近隣市町村に募集をかけた。定員２０名のところ、応募
者が多数あり５０人ほど・・・急遽30人定員に変更の上抽選することとなった。私は運よく定員
内に入った。しかも「１番」の番号が当たった。

　３月上旬から毎週月曜日午前中、農園でぶどう栽培の講義・実技が始まった。
芽かき、わき芽・つる芽とり、誘引、整房・整粒、ジベレリン処理（種なし、養育）、袋かけ、・・
ぶどう栽培にはものすごく手作業・手間がかかることが初めて分かった。値段が高いのも理解
出来るようになった。最初の年は農園は上松地区、田谷地区双方であった。収穫後、田谷公
民館で塾生の品評会があった。閉講式は山田錦の館であった。

　２００４年はピオーネの栽培も加わった。その年は収穫直前に台風の直撃を受け、房・粒を
落穂ひろいみたいにして収穫したこともあった。塾生メンバーはその年々で一部の人が変わり
結局２０１２年の１０年後には、最初（２００３年）からの人は自分だけになってしまた。
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日　　時 作　　　　　業 日　　時 作　　　　　業

２　月　１０日　（火） 剪　　定 ６　月　０１日　（火） ピオーネ　ジベレリン処理（１）

３　月　０２日　（火） ６　月　０８日　（火） ベリーA　ジベレリン処理（２）

２　月　１０日　（火） ６　月　１５日　（火） ピオーネ　ジベレリン処理（２）

３　月　３０日　（火） ビニール張り ６　月　２２日　（火） 摘　粒　作　業

４　月　０６日　（火） 石灰硫黄合材散布 ６　月　２９日　（火） 摘　粒　作　業

４　月　２０日　（火） ベリーA　芽かき ７　月　０６日　（火） 袋　　　掛

４　月　２７日　（火） ベリーA・ピオーネ　芽かき 8　月　 潅　水　当　番

５　月　１１日　（火） 誘引・房つくり ８　月　３１日　（火） 収　　　穫
～　9月中旬

５　月　１８日　（火） ベリーA　ジベレリン処理（１） ９　月　２７日　（火） ビニール　後片付け

５　月　２５日　（火） 摘粒・房つくり 適　　宜　（４月以降） 芽かき、つるとり、誘引、整房
摘粒

５　月　１１日　（火） 誘引・房つくり

この日程は平成１６年（2004年）の例・・毎年この付近の日程になる
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